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TEL ： 0776-36-9303／E-mail ： info@fukui-working-seibi.jp

福井県産業労働部労働政策課
働く環境整備補助金・奨励金事務局

お問い合わせ窓口

県内各大学・高専の
強みを活かした
得意分野に関する、
バラエティに富んだ

17のプログラム

福井県『「人への投資」支援事業補助金』制度により、中小企業従業員が
プログラム（10時間未満のもの）に参加する場合、研修費用の一部が
助成対象となる場合があります。

※企業の担当者の方は、補助対象の有無等について申請する前に「お問い合わせ窓口」に
ご相談ください。

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/rousei/kigyoushien/hito_toushi.html
※『「人への投資」支援事業補助金』制度の詳細は福井県ホームページでご確認ください。

●受講料等の補助対象事業費の1／2
●1事業所あたり年間10万円を上限
●訓練中の賃金1人1,000円／時間
●「賃上げの推進」等の要件を満たす場合、補助率、補助上限額が上乗せ
　（補助率2／3、年間15万円上限）

企業経営者・各種団体の長、
自治体の長の皆様へ
社員・職員の方々のスキルアップや
自己啓発、健康管理等に是非この
機会をご活用いただき、経営や行
政に役立てていただけますと幸い
です。

若手
社員

健康管理者・
福利厚生担当者

小・中・高校
の教員

管理職 技術者
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大学・高専が行う社会人教育として、
企業の社員・自治体の職員等の
スキルアップを目的とした
リスキリングプログラムを
開講！
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令和8年度

日時：①2月12日㊎ 13:30～14:30
	 ②2月19日㊎ 13:30～14:30
	 ③2月26日㊎ 13:30～14:30
会場：福井医療大学
講師：青井 利哉（保健医療学部看護学科 講師）
対象：事業者のマネージャーや管理職
定員：制限なし
申込期間：1月15日㊎まで　メールで申込
　身に付くスキル　
サービス利用者及び従業員への配慮方法

日時：チラシ「放送大学共修生募集」を参照
会場：放送大学福井学習センター（アオッサ７階）
講師：チラシ「放送大学共修生募集」を参照
対象：募集科目に興味のある社会人
定員：チラシ「放送大学共修生募集」を参照
受講料：1科目6,200円
申込期間：チラシ「放送大学共修生募集」を参照
　身に付くスキル　
チラシ「放送大学共修生募集」を参照

日時：10月24日㊏ 10:00〜12:00
会場：放送大学福井学習センター（アオッサ７階）
講師：岸 俊行（客員教授〈福井大学学術研究院教育・人文社会系部門 教授〉）
	 廣澤 愛子（客員教授〈福井大学学術研究院教育・人文社会系部門 教授〉）
	 大西 将史（外部講師〈福井大学学術研究院教育・人文社会系部門 准教授〉）
対象：①教員・教育機関職員
	 ②病院・福祉施設職員
	 ③その他子供の心理や発達に関わる職業の方
定員：50名
申込期間：10月23日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
子どものよりよい学びと育ちを支えるために役立つ考え方や方法

合理的配慮の理解と対応

共修生（正規面接授業12科目の聴講）

公開シンポジウム
「学びの場から考える子どものウェルビーイング
―エデュケーショナル・マルトリートメントとの関連から―」
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日時：2月25日㊍ 15:00〜16:30
会場：オンライン（同時）
講師：村田 里佳（保健医療学部リハビリテーション学科 助教）
対象：①自治体の保健師
	 ②子どもの難聴に関心のある方
定員：制限なし　ただし、参加者が３名未満の場合は開講しない。
申込期間：1月28日㊍まで　メールで申込
　身に付くスキル　
先天性難聴の子どもの適切な保育の方法

日時：10月25日㊐ 13:00〜16:00
会場：放送大学福井学習センター（アオッサ７階）
	 又はオンライン（同時）
講師：河部 壮一郎（客員教授〈福井県立大学恐竜学部 教授〉）
	 安倍 博（客員教授〈福井大学 特命教授〉）
	 法木 左近（外部講師〈福井県立大学看護福祉学部/恐竜学部 教授〉）
	 飯野 哲（外部講師〈福井大学医学部 教授〉）
	 兵頭 秀樹（外部講師〈福井大学医学部 教授〉）
	 辻川 哲也（外部講師〈福井大学医学部 教授〉）
	 松峯 昭彦（外部講師〈地域医療機能推進機構（JCHO）星ヶ丘医療セン

ター 院長〉）
	 江端 清和（外部講師〈日本診療放射線技師会 業務執行理事〉）
対象：①医療関係者（医師、医療技術職、臨床検査関係）
	 ②教員
	 ③学芸員
	 ④教育機関職員
	 ⑤自治体職員
	 ⑥製造業・情報通信業エンジニア　等
定員：50名
申込期間：10月24日㊏まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
「恐竜」を入口とした医学・生命科学への関心

日時：3月2日㊋ 10:30〜12:00
会場：オンライン（同時）
講師：岡本 一宏（保健医療学部リハビリテーション学科 講師）
対象：①自治体の保健師
	 ②加齢による難聴に関心のある方
定員：制限なし　ただし、参加者が３名未満の場合は開講しない。
申込期間：2月2日㊋まで　メールで申込
　身に付くスキル　
難聴の高齢者への適切な関わり方

聞こえにくさのあるお子さんの発達と関わり方
～ことば、コミュニケーションの育ち～

公開シンポジウム
「恐竜を診断する　 ― 医学と古生物学の接点 ―」

難聴に関する基礎講座
～高齢者の聞こえを支えるために～
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福井大学地域連携推進課
TEL : 0776-２７-９760
E-mail : rcp@ad.u-fukui.ac.jp

⬅ 二次元バーコードを読み取ってください。
　 各プログラムのチラシをご覧いただけます。

https://www.allfukui-cocp.jp/news/entry-442.html

福井医療大学 放送大学福井学習センター

各プログラムと詳細のお問い合わせはこちら 全体に関するお問い合わせ

https://www.allfukui-cocp.jp/news/entry-442.html


日時：10月8日㊍から2月4日㊍のうちの木曜日15回
	 （13:00〜14:30 2月4日㊍のみ14:45〜16:15）
	 及び10月16日㊎ 13:00～14:30
	 ※オンデマンド学習の場合は上記時間以外でも受講可。
	 　2月4日㊍はグループディスカッションのため対面のみ
会場：福井大学文京キャンパス
	 （オンデマンド学習の場合は職場や自宅で受講可）
講師：鈴木 啓悟（工学部建築・都市環境工学科 准教授）
対象：建築・土木・情報等の業界の実務者
定員：15名（先着順）
	 ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
受講料：35,000円
申込期間：9月25日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①Pythonプログラミング
②画像解析
③機械学習処理の基礎知識

日時：①11月26日㊍ 15:30〜17:30、11月28日㊏ 10:00〜12:00
	 ※両日とも同じ内容。いずれかを選択して受講
	 ②12月17日㊍ 15:30〜17:30、12月19日㊏ 10:00〜12:00
	 ※両日とも同じ内容。いずれかを選択して受講
会場：福井大学文京キャンパス
講師：寺尾 隆（地域創生推進本部 客員准教授）
	 外部講師（SMBCコンシューマーファイナンス㈱の社会的価値創造推

進部金融経済教育グループの担当社員）
対象：①従業員の金融リテラシーに関する理解を深めてウェルビーイン

グやエンゲージメントを向上させたいと考えている企業や自治
体の福利厚生等を担当する人事担当者

	 ②その他当該講座内容に興味のある社会人
定員：15名（先着順）
	 ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
受講料：2,200円（金融リテラシー診断料）
申込期間：11月13日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①金融リテラシーの重要性の理解
②日常の経済判断や将来設計に活かせる能力

日時：①10月21日㊌ 18:00〜19:30
	 ②10月22日㊍ 18:00〜19:30
	 ③10月28日㊌ 18:00〜19:30
	 ④10月29日㊍ 18:00〜19:30
会場：福井大学文京キャンパス
講師：鈴木 梓（地域創生推進本部 特命助教）
対象：コミュニケーションに悩むすべての方
定員：20名（先着順）
	 ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
申込期間：10月12日㊊まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①コミュニケーションスキル
②言語化、可視化スキル
③伝え方
④ハラスメントの回避スキル

日時：11月5日㊍ 13:15〜14:25
会場：福井市役所（オンライン〈同時〉でも受講可）
講師：井上 博行（国際地域学部・国際地域マネジメント研究科 教授）
対象：行政職員、大学職員
定員：要申込（申込状況により先着順となる場合があります）
	 ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
申込期間：10月19日㊊まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①データ解析力
②政策立案能力

日時：11月9日㊊ 15:00〜17:00
会場：ハピリンホール
講師：竹川 充（国際地域学部・国際地域マネジメント研究科 教授）
	 荒木 健一（外部講師〈福井銀行代表執行役常務〉）
	 岡田 朋大（外部講師〈OUR BREWING代表〉）
	 岡田 留理（外部講師〈ふくい産業支援センターベンチャー支援室長〉）
対象：県内企業の経営者及び中堅社員・職員
定員：100名　ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
申込期間：10月23日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
県内企業における人材育成の実態に基づき、地域企業が競争優位を実現
するための人材育成のあり方を議論することで、地域の人材力、ひいて
は企業力の向上に資する。

日時：①10月21日㊌ 18:30〜20:30、②11月18日㊌ 18:30〜20:30
	 ③12月23日㊌ 18:30〜20:30、④  1月20日㊌ 18:30〜20:30
	 ⑤  2月17日㊌ 18:30〜20:30、⑥  3月10日㊌ 18:30〜20:30
会場：勝山市内会場
講師：ヘネシー・クリストファー・ロバート（国際地域学部 准教授）他
対象：勝山市内で観光業に携わる企業・自治体の社員・職員等で、片言

の英語で何とかコミュニケーションはとれるが自信がない、スキ
ルアップしたいと思っている方。計6回の開催において、少なく
とも3回は参加できることが望ましい。

定員：20名（先着順）
	 ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
申込期間：9月30日㊌まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
英語・グローバル対応力

日時：①12月19日㊏ 13:30〜15:30
	 ②12月20日㊐ 9:30〜11:30
	 ※両日とも同じ内容。いずれかを選択して受講
会場：福井大学文京キャンパス
講師：寺尾 隆（地域創生推進本部 客員准教授）
対象：①中・高校で金融教育を担当している教職員
	 ・学校内教職員・生徒に向けて、金融教育を推進したい方
	 ・金融教育を何から教えたらよいかわからない方
	 ・金融教育を担当しているが、授業を準備する時間がない方
	 ②その他当該講座内容に興味のある社会人
定員：15名（先着順）
	 ただし、参加者が3名未満の場合は開講しない。
申込期間：12月4日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①中・高校の金融教育の具体的手法
②教育現場で金融教育を展開する際の工夫・留意点
③生徒が主体的に金融について考えるようにするための教育手法

機械学習とその基礎プログラミング

企業内におけるファイナンシャル・
ウェルビーイング推進に向けて

職場の「伝わらない」をアカデミックに考える：
真の「コミュ力」とは？

政策立案に活かすデータ分析講座
～データの向こう側を読む～

外国人観光客とのコミュニケーション実践講座
～英語・グローバル対応力向上セミナー in 勝山～

人生100年時代における地域企業の
人材育成フォーラム

教育現場における金融教育推進に向けて
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日時：①10月24日㊏ 13:00〜16:10
	 ②10月31日㊏ 11:50〜16:10
	 ③11月  7日㊏ 13:00〜16:10
	 ④11月14日㊏ 13:00〜16:20
会場：福井県立大学永平寺キャンパス
講師：徳前 元信（経済学部 教授）
	 境 宏恵（同 准教授）
	 山崎 淳（同 准教授）
	 加藤 健太郎（同 教授）
	 木下 和久（同 教授）
	 上總 康行（外部講師〈福井県立大学名誉教授・元福井県立大学地域経

済研究所所長・京都大学名誉教授〉）
対象：組織をリードするトップから、次世代を担う中堅・若手スタッフ

まで、経営革新やキャリアアップを目指す方
定員：20名程度（原則先着順）
受講料：15,000円（ランチミーティングの昼食代含む）
	 　福井県「人への投資」補助金制度のほか、県内企業にお勤めの方、

あるいは福井県グローバル人材基金参加企業にお勤めの方は、
受講料の助成を受けられますので、お問い合わせください。

申込期間：10月13日㊋まで　メールで申込
（詳細は大学HP  https://www.fpu.ac.jp/news/q156723.htmlでご確認ください）

　身に付くスキル　
①経理理論と現場の融合による、経営の改善・マネジメント力
②土曜の午後から仕事をリデザインする
③データ分析や仮設思考、国際ビジネスの視点、地域企業の事業戦略、

現場改善の判断力など、“考える力”を身につけていきます。

短期ビジネス講座２０２６8 有料

日時：11月18日㊌ 18:30〜20:00
会場：福井工業大学福井キャンパス
講師：長谷川 浩司（経営情報学部経営情報学科 教授）
対象：①自治体職員
	 ②金融機関でインパクト融資に携わる方　等
定員：制限なし（先着順）
申込期間：11月13日㊎16:00まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
社会課題を踏まえた政策インパクト設定のあり方

9 EBPMの本質を捉えた政策インパクト設定の
あり方　―RCT理論を踏まえて―

日時：3月11日㊍ 15:30〜17:30
	 ※本講座又は下記11の講座の一方のみでも受講可
会場：ユーアイふくい 学習室301
講師：渡辺 克徳（心理学部心理学科 准教授）
対象：職場の健康管理者やこころの健康に関心のある方
定員：30名
申込期間：2月26日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①こころの充実を伴う働き方
②自分自身の心の健康を高める力

働く人のためのストレス講座①
―マインドフルネス体験と事例検討―

「セルフ・ケア（ワークショップ）」
10

日時：3月11日㊍ 17:30〜19:30
	 ※本講座又は上記10の講座の一方のみでも受講可
会場：ユーアイふくい 学習室301
講師：稲木 康一郎（心理学部心理学科 教授）
対象：職場の健康管理者やこころの健康に関心のある方
定員：30名
申込期間：2月26日㊎まで　Web申込フォームから申込
　身に付くスキル　
①こころの悩みを持つ従業員や部下に対処する力
②働きやすい職場環境を醸成する力

働く人のためのストレス講座②
―マインドフルネス体験と事例検討―

「ライン・ケア（事例検討）」
11

福井大学の講座風景 福井県立大学の講座風景

各高等教育機関によるリスキリングプログラム
※プログラム内容の詳細は、各高等教育機関のチラシを参照してください。

福井大学

福井県立大学

福井工業大学

仁愛大学



機械学習とその基礎プログラミング
Pythonのプログラミングを学びながら
機械学習を用いた画像分類処理に
ついて学びます。

対象業種 : 土木・建築系、情報系 他

開講日時:      10月8日～2月4日の内１6回

木曜日13：00～14:30（対面の場合） 、2/4(木)のみ14:45～16:15

開講形式:      オンデマンド及び対面（文京キャンパス共用講義棟）

募集定員: 15名（先着順）

受講料 : 35,000円 （支払期限 9月25日（金）まで）

講師名: 建築建設工学講座・准教授 鈴木啓悟

身につくスキル : Pythonプログラミング、
画像解析と機械学習処理の基礎知識

◎開催詳細

◎お申込み

◎お問い合わせ先

福井大学 地域創生推進本部 0776-27-9940

未来協働プラットフォームふくい実行部門会議１（福井県）と連携

WEBフォームよりお申込み下さい

申込期限 ： ９月25日（金）まで
https://forms.gle/H2vdj963Sov43wYZ6

https://forms.gle/H2vdj963Sov43wYZ6


＜お問合せ＞福井大学地域創生推進本部
TEL:0776-27-9940 E-mail：rcp@ad.u-fukui.ac.jp

◎プログラム内容

• プログラミングの基礎を学び、新しい技術への一歩を踏み出す

• 画像処理の面白さを知り、画像の違いを自動で捉える技術を
自分のものに

※過去受講生からは、「画像診断や製品チェック等のシステムを外部のプログラミング
業者へ発注する際、自社対応できる範囲が広がり、費用節減につながった」「見積り
の妥当性を判断できるようになった」との声が寄せられています。

新技術を身近に

講義内容日付回

Pythonの基礎（スクリプトの基礎、入出力、if文、会話形式）10/8(木)1

Pythonの基礎（配列）10/16(金)2

Pythonの基礎（NumPyを使用した数値分析）10/22(木)3

Pythonの基礎（繰り返し処理）10/29(木)4

Pythonの基礎（外部ファイルの読み込み）11/5(木)5

Pythonの応用（高速フリーエ変換による信号処理）11/12(木)6

Pythonの応用（ローパスフィルタによる信号処理）11/19(木)7

Pythonの基礎（Classの基礎）11/26(木)8

Pythonの基礎（Classの活用）12/10(木)9

機械学習（画像処理の前処理）12/17(木)10

機械学習（ロジスティック回帰モデルによる判定）12/24(木)11

Pythonの基礎（関数定義とフォルダ内の再帰モデルによる判定）1/7(木)12

機械学習（ホールドアウト検証による分類器の検証）1/14(木)13

機械学習（交差検証の基礎）1/21(木)14

機械学習（交差検証による精度検証）1/28(木)15

グループディスカッション、講義まとめ ※14:45~16:15、対面のみ2/4※16

mailto:rcp@ad.u-fukui.ac.jp


木

対面・オンライン

無料

要申込

開催方法

参加費

その他

お申し込み
はこちら
申込〆切：

10月19日（月）

政策立案に活かす
データ分析講座

〜データの向こう側を読む〜
大学院国際地域マネジメント研究科

講師：

副研究科長/教授

井上 博行

13:15-14:25

対象

講座内容

2026

11/ 5
本講座では、「アンケート調査」等で収集した
データを多角的に組み合わせ、住民の意識や感
性といった背景要因を読み解くスキルと、デー
タを総合的に捉える視点を、県内の事例を通し
て学びます。
分析結果から課題や可能性を見出し、有効なア
プローチを検討する視点を養うことで、政策立
案能力の向上を目指します。

福井県内市町職員
福井大学事務局職員

会場
福井市役所 本館８階 第８AB会議室
（オンライン同時開催）

■本講座に関すること：福井市総務部職員課（担当：杉田）
電話 0776-20-5250 メール y.sugita-ss@ma.city.fukui.lg.jp

■研究科に関すること：福井大学人文社会系運営管理課
電話 0776-27-9956 メール gcs-kanri@ml.u-fukui.ac.jp

令和９年４月 入学者募集中
研究科について詳しくはこちら

お問い合わせ先

※申込状況により先着順
となる場合があります。

福井大学大学院国際地域マネジメント研究科 リスキリングプログラム
未来協働プラットフォームふくい実行部門会議１（福井県） 連携
嶺北連携中枢都市圏事業

福井大学国際地域学部 学部長

mailto:y.sugita-ss@ma.city.fukui.lg.jp
mailto:gcs-kanri@ml.u-fukui.ac.jp
https://shinsei.e-fukui.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=4bFuttwh
https://www.gcs.u-fukui.ac.jp/gcm/


 

  
[主催] 

福井大学大学院 

国際地域マネジメント研究科 

[お問い合わせ] 

福井大学 人文社会系運営管理課 国際地域担当 

TEL 0776-27-9956 ✉ gcs-kanri@ml.u-fukui.ac.jp 

本フォーラムは、福井県からの支援により実施するものです。 

未来協働プラットフォーム福井実⾏部⾨会議１（福井県）連携 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfVR5wRQQnnkMwa35qgjY_C27RB7qCQrdGu2vlI4j9nSzuIIg/viewform


福井大学 地域創生推進本部 

TEL:0776-27-9940 

E-mail：rcp@ad.u-fukui.ac.jp 未来協働プラットフォームふくい実行部門会議１（福井県）と連携

対面（勝山市内会場）

無料

20名程度（先着順）

※最小開講人数3名

開講形式

受講料

定員

参加申込みフォーム→
https://forms.gle/FSJ38eyM
bo4r5BGk9

　　申込期限：9/30（水）

外国人観光客とのコミュニケーション実践講座

～英語・グローバル対応力向上セミナー in
勝山～

勝山市内の観光関連事業者・自治体職員向け

福井大学国際地域学部
講師：

准教授

ヘネシー・クリストファー ロバート　他

こんな方におすすめ

セミナー開催日・内容

2026年10月

～2027年3月 

全6回の連続講座

インバウンド客のさらなる増加を見据え、英語
によるコミュニケーションや異文化対応につい
て、実践練習やケーススタディを中心とした全6
回の講座を通して段階的に学びます。これによ
り、参加者の英語コミュニケーション力とグロ
ーバル対応力の向上を目指します。

💡片言の英語で何とかコミュニケーションはとれる
が自信がない、スキルアップしたいと思っている方
※計6回の開催において、少なくとも3回は参加で
きることが望ましい。

＜全回水曜日、18:30-20:30＞
第1回：10/21 インバウンドの現状と今後の見通し、
　　　　　　　 自己紹介、課題・ニーズの共有
第2回：11/18 観光英語・基礎①（挨拶・案内）
第3回：12/23 観光英語・基礎②（顧客対応）
第4回：1/20　観光英語・実践①（ケーススタディ）
第5回：2/17　観光英語・実践②（ロールプレイ）
第6回：3/10　観光英語・実践③（ロールプレイ）

お問合せ先

https://forms.gle/FSJ38eyMbo4r5BGk9


受講料
無 料

わ

た
しが講 師です

！

福 井 大 学 地 域 創 生 推 進 本 部

0776-27-9940（直通）

 教育現場における

 金融教育推進に向けて

 詳 し く は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い  

会 　 　 場

定 　 　 員

福井大学文京キャンパス
産学官連携本部 ３階研修室

対 　 　 象 学 内 で 金 融 教 育 を 担 当 さ れ て い る 教 職 員

無 料受  講  料

て ら お  　 た か し

寺 尾 　 隆
講 師 プ ロ フ ィ ー ル

福井大学 地域創生推進本部 客員准教授
「金融リテラシー検定」共同発案者
制作協力「お金と暮らしのトリセツ（2026年度）」

講義内容に興味がある方も歓迎します

https://forms.gle/sFddPE
rrSJ4imsTP8 

お問合せ

※定員に達し次第、申込を締め切らせていただきます。

㊏12/19

申込期限

㊎1 2 / 4

教育現場における金融教育とその現状

テーマ

日 　 　 程

1 5 名 ※最少開講人数は3名
原則先着順

［連携］未来協働プラットフォームふくい実行部門会議１(福井県)
2 0 2 6 年 度 福 井 大 学 リ ス キ リ ン グ プ ロ グ ラ ム

または

「受講証明書」を発行予定

お申込みは
こちらから

㊐12/20

https://forms.gle/sFddPErrSJ4imsTP8


9:30～11:30

　2022年4月の学習指導要領改訂で金融教育が拡充され、「どう教えたらいいの？」と悩む先生方も多いので
はないでしょうか。実は、多くの先生方が専門知識の不足や授業準備の時間を確保することに難しさを感じ
ています。本講座は、そんな先生方の悩みに寄り添い、「生徒に伝わる金融教育」を一緒に作り上げるため
の実践的な内容です。これまで培った金融教育の具体的な手法から、現場で役立つ工夫や留意点をお伝えし
ます。さらに、生徒が主体的に金融について考え、行動できるような最善の教育を、皆さんと一緒に探求す
る貴重な機会を提供します。

※個人情報の利用形態について：取得した個人情報は､本講座に関しての目的以外には使用いたしません｡

お問合せ

0776-27-9940 （直通）

平日 8時30分～17時15分
rcp@ad.u-fukui.ac.jp

国立大学法人福井大学
地域創生推進本部

高校・中学教員が抱える金融教育への障壁
金融教育実践事例と福井県内の金融教育推進に向けて

教育現場における金融教育とその現状

✓学内教職員・生徒に向けて、金融教育を推進したい方

✓金融教育を何から教えたらよいかわからない方

✓金融教育を担当しているが、授業を準備する時間がない方

WEBフォームからお申し込みください。⇒⇒⇒

申込方法

㊐12/19

テーマ

日　　程

こんな方におすすめ

教育への挑戦こそ、未来を担う生徒の希望
ファイナンシャル・エデュケーションという、
あらたな選択

https://forms.gle/sFddPErrSJ4imsTP8 

13:30～15:30
㊏

または
12/20



全　回
シリーズ
２

わ

た
しが講 師です

！

福 井 大 学 地 域 創 生 推 進 本 部

0776-27-9940（直通）

金融リテラシー向上への実践体験 ファイナンシャル・ウェルビーイング
推進に向けて

会 　 　 場

定 　 　 員

福井大学文京キャンパス
産学官連携本部 ３階研修室

対 　 　 象 人 事 関 連 を 担 当 さ れ て い る 方

2 , 2 0 0費 　 　 用 円

 ファイナンシャル・

ウェルビーイング推進に向けて

［連携］未来協働プラットフォームふくい実行部門会議１(福井県)

て ら お  　 た か し

 詳 し く は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い  

寺 尾 　 隆
講 師 プ ロ フ ィ ー ル

福井大学 地域創生推進本部 客員准教授
「金融リテラシー検定」共同発案者
制作協力「お金と暮らしのトリセツ（2026年度）」

2 0 2 6 年 度 福 井 大 学 リ ス キ リ ン グ プ ロ グ ラ ム

講義内容に興味がある方も歓迎します

https://forms.gle/ShSN
UT6zqQXGUj1q7 

企業内における

お問合せ

お申込みは
こちらから

申込期限

※定員に達し次第、申込を締め切らせていただきます。

㊎1 1 / 1 3

 第 　回　111  第 　回　　 　　　　　222

従業員のエンゲージメントを向上させたい
企業におすすめ！！

㊏11/26㊍ 11/28または 12/17 ㊍ 12/19 ㊏または

1 5 名 ※最少開講人数は3名
原則先着順

（支払期限 11/20　まで）㊎

※金融リテラシー検定費用

https://forms.gle/ShSNUT6zqQXGUj1q7


全　回
シリーズ
２

日  程 ㊏

金融リテラシーマップで学ぶ生活設計・家計管理

各ライフステージにおける資産形成

11/26㊍ 11/28
10:00～12:00

ファイナンシャル・ウェルビーイング
推進に向けて

 第 　回　　 　　　　　

ご都合の良い日を選択してください

15:30～17:30

※同じ内容の講義を異なる日程で実施します。
※途中退出は可能です。

111

ウェルビーイングから考える金融教育の重要性

12/17㊍ 12/19 ㊏

15:30～17:30 10:00～12:00

金融リテラシー向上への実践体験

資産形成に向けた準備と対策

ご都合の良い日を選択してください

 第 　回　　 　　　　　222

※同じ内容の講義を異なる日程で実施します。
※途中退出は可能です。

　企業の生産性向上につながると期待され、近年、注目されている「ファイナンシャル・ウェルビーイング
（経済的な健全性を将来にわたって確保すること）」。従業員が経済的な不安やストレスを感じながら生活
を送ることによって仕事のパフォーマンスが下がるとのデータがあり、お金の不安を解消することで経済的
健康が実現し、エンゲージメントの向上や企業経営にもプラスの効果があるとされています。
　本講座では、企業内におけるファイナンシャル・ウェルビーイング推進に向けて、主に従業員の福利厚生
等を担当する人事担当者を対象とし、金融教育プログラムを実施します。

※個人情報の利用形態について：取得した個人情報は､本講座に関しての目的以外には使用いたしません｡

お問合せ

0776-27-9940 （直通）

平日 8時30分～17時15分
rcp@ad.u-fukui.ac.jp

国立大学法人福井大学
地域創生推進本部

人への投資こそ、成長戦略
ファイナンシャル・ウェルビーイングという、
あらたな選択

WEBフォームからお申し込みください。⇒⇒⇒

申込方法

支払方法

銀行振込でお支払いください。
※お振込先の口座情報は受講決定後にお知らせします。

または または

https://forms.gle/ShSNUT6zqQXGUj1q7 
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【令和8年度 FUTリスキリングプログラム】

未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1
（福井県）と連携

講師紹介

開催日時

【キーワード】

「EBPMを導入していますか？」と問うと、県内各種データを公開し政
策立案に活用中という説明を受けます。つまり、ファクト・データとエビ
デンスの混同がみられます。
そこで、EBPMの本質に迫る講座を開催することととしました。
EBPMは、社会課題改善に向けたロジック・モデルを検討し、如何に政
策効果の高いインパクトを設計するかが重要になります。EBPMの本質
を理解し、明日から政策形成実務に活かせるような学びを提供します。

１１月１８日（水）

長谷川 浩司
教授/博士（学術）

経営情報学部
経営情報学科

■ 研究キーワード

サスティナビリティ経営、価値創造モデル、
インパクト融資、コーポレート・ガバナンス

対象
・自治体職員
・金融機関でインパクト融資に携わる方 など

EBPMの本質を捉えた
政策インパクト設定のあり方-RCT理論を踏まえて-

身に付くスキル ・社会課題を踏まえた政策インパクト設定のあり方

18:３０～２０:００（予定）

キーワード EBPM、ロジックモデル、アウトカム、インパクト、RCT、
エビデンスガバナンス



募集定員

開催方法

制限なし（先着順）

対面

講義内容

アクセス

①EBPMはどのように誕生したのか

②ロジックモデル、アウトプット、アウトカム、インパクトの用語解説

③ソーシャルインパクトとは何か、ロジックモデルをどのように組み立てるか

④ランダム化比較試験 (Randomized Controlled Trials: RCT)」の概要

⑤福井県内での社会課題を踏まえたインパクト設定、政策形成のあり方

⑥最終的に行政マンは、エビデンスを社会環境の中でどのように評価し、
より良い政策形成メカニズムを目指していくべきか

会場 福井工業大学 福井キャンパス
大学2号館5階 （未定）

以下の内容について講義を行います

申し込み 下記ホームページまたはQRコードからお申込みください

申し込み 令和８年１１月１３日（金）１６時まで

https://www.fukui-ut.ac.jp/activities/public-
lecture/yotei/science/entry-12736.html

https://www.fukui-ut.ac.jp/activities/public-lecture/yotei/science/entry-12736.html


働く人のためのストレス講座
-マインドフルネス体験と事例検討-

2027年3月11日(木)
15：30～19：30

会 場
福井県生活学習館 ユー・アイふくい 学習室301

講座内容
■講座① 15:30～ 「セルフ・ケア（ワークショップ）」
講師：渡辺克徳（仁愛大学人間学部心理学科准教授）
いまなぜ、企業・組織でマインドフルネスが役立つのか？
マインドフルネス認知療法の導入体験であるレーズンワークを通して、
「目覚め」を体験してみましょう。日常に変化をもたらすヒントがあります。

■講座② 17:30～ 「ライン・ケア（事例検討）」
講師：稲木康一郎（仁愛大学人間学部心理学科教授）
上司が部下のこころの健康をサポートすることをライン・ケアと言います。
ふだんのマネジメントを少し工夫し、健康経営に役立てましょう。

申込方法・定員
●お申込みは右の二次元バーコードを読み取ってください。（申込〆切は2月26日）
●定員／30名
●お申込いただいた際の個人情報は、適正に管理し、目的以外の使用や第三者への情報提供は行いません。

主催／未来協働プラットフォームふくい(福井県) 主管／仁愛大学
※｢未来協働プラットフォームふくい｣とは県内全ての高等教育機関、産業界、医療界、金融界、自治体など
が連携して、地域社会の維持発展を図る取組みを推進するために設置した連携組織です。

お問い合わせ
仁愛大学 学生支援センター 学務課 TEL 0778-27-2257

受講料

無料

医療・産業領域の公認心理師による職場のメンタルヘルスを高めるための
体験型プログラムです。
従業員の健康と組織の生産性の両立を目指しませんか。

申込締切
2/26(金)

https://forms.cloud.microsoft/pages/responsepage.aspx?id=zg8O9ybC20GN51N-Ob0jUSvsz4eZ9vJHpAiOwaXX6cNUREw1Nks2V0VOVzY3VzlPSVRWSTJYNk9TMy4u&origin=QRCode&route=shorturl


未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1（福井県）との連携事業

福井医療大学 講座②
「聞こえにくさのあるお子さんの発達と関わり方

～ことば、コミュニケーションの育ち～」

2026年度 リスキリングプログラム

講 師 村田 里佳
福井医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科

言語聴覚学専攻 助教 （言語聴覚士）

対 象 子どもの難聴に関心のある方

参 加 費 無料 ※事前申し込みが必要です（方法は裏面）

場 所 オンライン（Zoom）
※事前にZoomのダウンロードをお願いします

日 時 2027年2月25日（木） 15：00～16：30

＜講座内容＞
先天性難聴のある子どもは、聞こえにくさによって周囲からの情報を受

け取りにくく、ことばやコミュニケーションの発達に影響を受けることがあ
ります。また、乳幼児期のやり取りの積み重ねは、愛着形成や社会性の発
達にも深く関わっています。
本講座では、言語聴覚士の立場から、先天性難聴が子どもの発達に与え

る影響について、ことば、コミュニケーション、愛着関係の視点から解説し
ます。また、日常の保育や保健活動の中で実践できる支援のポイントや、
保護者との連携のあり方についてもお話しします。

・先天性難聴の基礎知識 ・難聴がことばの発達に与える影響
・コミュニケーションの発達と支援 ・愛着形成と親子関係への影響
・保育・保健の現場でできる具体的なかかわり ・保護者支援と関係機関との連携



申し込み方法

主催 未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1（福井県）

＜お申込・お問合せ先＞ 担当：事務 岩永
福井医療大学

〒910-3190 福井市江上町55-13-1
TEL（0776）59-2200 FAX（0776）59-2205

E-mail：soumu@fukui-hsu.ac.jp

Zoomを利用したオンラインでの開催となります。 以下の方法で
申し込みをお願いいたします。※Zoomのダウンロードが必要です。

1.  参加希望者は2027年1月28日（木）までにメールにて
福井医療大学（soumu@fukui-hsu.ac.jp）までお申込みください。

<メール記載内容>
件名に「 リスキリングプログラム申込 」
本文に「 ①氏名（ふりがなをお願いします） ②勤務先 ③電話番号 」を入力

<注意事項>
 申込アドレスに返信いたします。Zoom参加時に利用されるメールアドレスでの

申込を推奨いたします。
 職場等の代表メールアドレスから複数名申し込みされる場合は、参加者名・電話

番号を全員記載してください。（参加者数を確認していますのでご協力ください）

 迷惑フィルターをかけている方は大学からのメールが受信できるよう設定して
ください。

 2/10までに大学からの返信がない場合は電話でお問い合わせください。

2. Zoom ID/パスワードとZoom参加手引きをメールにて返信します。

 PC、スマートフォンどちらでも参加できます。
 途中参加、途中退室可能です。
 講義中は声を表示しないよう設定して頂きます。「マイクOFF」での参加となり

ます。
 講義後の質問時に質問者のマイクをONにします。

3. 講義日の前日までに、メールにて資料を配布します。

※Zoom ID/パスワードは許可なく他の方に渡さないでください。



未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1（福井県）との連携事業

福井医療大学 講座①

「難聴に関する基礎講座
～高齢者の聞こえを支えるために～」

2026年度 リスキリングプログラム

講 師 岡本 一宏
福井医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科

言語聴覚学専攻 講師 （言語聴覚士）

対 象 加齢による難聴に関心のある方

参 加 費 無料 ※事前申し込みが必要です（方法は裏面）

場 所 オンライン（Zoom）
※事前にZoomのダウンロードをお願いします

日 時 2027年3月2日（火） 10：30～12：00

＜講座内容＞
高齢者の聞こえにくさは、コミュニケーションの困難さだけでなく、社会

参加の減少や認知機能・生活機能の低下にも影響するといわれています。
しかし、加齢による変化として見過ごされやすく、適切な対応につながら
ないことも少なくありません。
本講座では、加齢性難聴の特徴や高齢者にみられる聞こえの変化につ

いて解説し、日常生活の中で気づくポイントや、聞こえを支えるための関
わり方についてお話しします。また、難聴予防のための取り組みや、補聴
器の役割・適切な使用方法についてもご紹介します。

・加齢性難聴の特徴と高齢者への影響 ・聞こえにくさに気づくためのポイント
・難聴予防と早期対応の重要性 ・聞こえを支えるコミュニケーションの工夫
・補聴器の基礎知識と活用方法



申し込み方法

主催 未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1（福井県）

＜お申込・お問合せ先＞ 担当：事務 岩永
福井医療大学

〒910-3190 福井市江上町55-13-1
TEL（0776）59-2200 FAX（0776）59-2205

E-mail：soumu@fukui-hsu.ac.jp

Zoomを利用したオンラインでの開催となります。 以下の方法で
申し込みをお願いいたします。※Zoomのダウンロードが必要です。

1.  参加希望者は2027年2月2日（火）までにメールにて
福井医療大学（soumu@fukui-hsu.ac.jp）までお申込みください。

<メール記載内容>
件名に「 リスキリングプログラム申込 」
本文に「 ①氏名（ふりがなをお願いします） ②勤務先 ③電話番号 」を入力

<注意事項>
 申込アドレスに返信いたします。Zoom参加時に利用されるメールアドレスでの

申込を推奨いたします。
 職場等の代表メールアドレスから複数名申し込みされる場合は、参加者名・電話

番号を全員記載してください。（参加者数を確認していますのでご協力ください）

 迷惑フィルターをかけている方は大学からのメールが受信できるよう設定して
ください。

 2/16までに大学からの返信がない場合は電話でお問い合わせください。

2. Zoom ID/パスワードとZoom参加手引きをメールにて返信します。

 PC、スマートフォンどちらでも参加できます。
 途中参加、途中退室可能です。
 講義中は声を表示しないよう設定して頂きます。「マイクOFF」での参加となり

ます。
 講義後の質問時に質問者のマイクをONにします。

3. 講義日の前日までに、メールにて資料を配布します。

※Zoom ID/パスワードは許可なく他の方に渡さないでください。



未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1（福井県）との連携事業

福井医療大学 講座

「合理的配慮の理解と対応」

2026年度 リスキリングプログラム

講 師 青井 利哉
福井医療大学 保健医療学部 看護学科 講師

対 象 事業者のマネージャーや管理職にある方

参 加 費 無料 ※事前申し込みが必要です（方法は裏面）

場 所 対面：福井医療大学

日 時 2027年2月12日、19日、26日（3回）
13：30～14：30

＜講座内容＞
本講座は、事業者のマネージャー、人事担当者や管理職の方を対象に、合理的配慮

について基礎から学ぶ講座です。合理的配慮の考え方や企業に関係する法律の基本
をわかりやすく整理しながら、サービスを利用する方への配慮と、従業員への配慮の
違い、職場での対応の考え方について学びます。

＜講座予定＞
第1回 合理的配慮の基本的な考え方を学ぶ

合理的配慮とは何か、その意義や目的について理解する。
第2回 法令と義務化の流れを整理し、事例で考える

合理的配慮の根拠となる法令と、その義務化の流れを整理する。後半ではグルー
プワークを行い、職場での支援などの事例をもとに、どのような配慮が考えられる
かを話し合う。
第3回 企業実務における対応を具体的に考える

合理的配慮を実際の企業活動の中でどのように進めるかを事例をもとに考える。



申し込み方法

主催 未来協働プラットフォームふくい実行部門会議1（福井県）

＜お申込・お問合せ先＞ 担当：事務 岩永
福井医療大学
〒910-3190 福井市江上町55-13-1
TEL（0776）59-2200 FAX（0776）59-2205

E-mail：soumu@fukui-hsu.ac.jp

講座では座学及びグループワークを行います。以下の方法での申
し込みをお願いいたします。

1.  参加希望者は2027年1月15日（金）までにメールにて

福井医療大学（soumu@fukui-hsu.ac.jp）までお申込みください。

<メール記載内容>
件名に「 リスキリングプログラム申込 」
本文に「 ①氏名（ふりがなをお願いします） ②勤務先 ③電話番号 」を入力

<注意事項>
 申込アドレスに返信いたします。
 職場等の代表メールアドレスから複数名申し込みされる場合は、参加

者名・電話番号を全員記載してください。（参加者数を確認しています
のでご協力ください）

 迷惑フィルターをかけている方は大学からのメールが受信できるよう
設定してください。

 1/29までに大学からの返信がない場合は電話でお問い合わせくださ
い。

2．受講される方には、当日印刷した資料をお渡しします。



日時

会場

講師

申込

コーディネーター



放送大学福井学習センター公開シンポジウム
未来協働プラットフォームふくいリスキリングプログラム

恐竜を診断する
― 医学と古生物学の接点 ―

医学と古生物学が出会うとき、

骨は生命を語りはじめる。

演者
放射線医学

辻川 哲也
福井大学医学部教授

診療放射線技術

江端 清和
日本診療放射線技師会 業務執行理事

解剖学

飯野 哲
福井大学医学部教授

整形外科学

松峯 昭彦
JCHO 星ヶ丘医療センター 院⾧

法医学

兵頭 秀樹
福井大学医学部教授

古生物学・恐竜学

河部 壮一郎
福井県立大学恐竜学部教授

コーディネーター
河部 壮一郎（放送大学客員教授／福井県立大学恐竜学部教授） 安倍 博（放送大学客員教授／福井大学特命教授）

法木 左近（福井県立大学看護福祉学部教授／恐竜学部特命教授）

申込み

趣旨
X線CTなどの画像技術の進歩により、人体だけでなく恐竜化石の内部構造も非破壊で

可視化できるようになった。本シンポジウムでは、医学と古生物学に共通する「内部構造の可
視化と解釈」を軸に、各分野の専門家が生命を読み解く最前線を紹介する。

令和8年10月25日（日）
13:00～16:00

放送大学福井学習センター
アオッサ７F 706・707室

50人
（オンライン配信あり）

日 時 会 場 定 員

二次元コードから必要事項をご記入の上送信してください。
（※ 9月19日（土）から申込受付開始）

✎
放送大学福井学習センター ℡ 0776-22-6361



BYOD

福井学習センター
ホームページ

面接授業時間割（シラバス）

BYOD

BYOD

BYOD

BYOD

面接授業時間割（シラバス）

BYOD

BYOD

BYOD


	リスキリングプログラムチラシ
	01_機械学習とその基礎プログラミング
	02_政策立案に活かすデータ分析講座～データの向こう側を読む～
	03_人生100年時代における地域企業の人材育成フォーラム
	04_外国人観光客とのコミュニケーション実践講座～英語・グローバル対応力向上セミナー in 勝山～
	05_教育現場における金融教育推進に向けて
	06_企業内におけるファイナンシャル・ウェルビーイング推進に向けて
	07_真の「コミュ力」とは？職場の「伝わらない」をアカデミックに考える
	08_短期ビジネス講座2026
	09_EBPMの本質を捉えた政策インパクト設定のあり方 ―RCT理論を踏まえて―
	10-11_働く人のためのストレス講座―マインドフルネス体験と事例検討―
	12_聞こえにくさのあるお子さんの発達と関わり方～ことば、コミュニケーションの育ち～
	13_難聴に関する基礎講座～高齢者の聞こえを支えるために～
	14_合理的配慮の理解と対応
	15_公開シンポジウム「学びの場から考える子どものウェルビーイング―エデュケーショナル・マルトリートメントとの関連から―」
	16_公開シンポジウム「恐竜を診断する ― 医学と古生物学の接点 ―」
	17_共修生（正規面接授業12科目の聴講）



